
日
の
２
校
時
に
、
玉
城

薫
先
生
が
、
２
年
２
組
で

14

数
学
「
一
次
関
数
と
グ
ラ
フ
」
の
研
究
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
、教
師
の
説
明
を
極
力
省
き
、

開
始
５
分
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
入
る
シ
ン
プ
ル
な
授
業
で

し
た
。
グ
ラ
フ
の
カ
ー
ド
と
式
の
カ
ー
ド
（
７
題
＋
発
展
４

題
）
を
配
布
し
、
グ
ラ
フ
と
式
の
正
し
い
組
み
合
わ
せ
を
考

日

か
ら
３
日
間
、
１
学
年
の
職
場
体
験
学
習
が
始
ま

え
る
の
が
、
グ
ル
ー
プ
の
課
題
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
、
ど

13

(火)

り
ま
し
た
。
名
護
市
内
を
中
心
と
し
た

カ
所
の
事
業
所
で

の
グ
ル
ー
プ
も
主
体
的
で
対
話
的
な
深
い
学
び
合
い(

ア
ク

33

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ)

を
実
現
し
て
い
ま
し
た
。

ね
ら
い
は
、
次
の
４
点
で
す
。

①
社
会
的
に
必
要
な
常
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
、「
他
者
と
の
関

わ
り
方
」
を
学
ぶ
。

②
地
域
理
解
を
深
め
、
社
会
貢
献
の
大
切
さ
を
理
解
し
、

そ
れ
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
。

③
望
ま
し
い
職
業
観
や
勤
労
観
を
身
に
付
け
る
。

④
自
己
理
解
を
深
め
、
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
、
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
マ
ナ
ー
講
座
な
ど
の
事

前
学
習
を
重
ね
、
い
よ
い
よ
、
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
３
日

間
の
職
場
体
験
学
習
で
の
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
４
つ
の

ね
ら
い
を
達
成
し
、
一
回
り
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

９
月
６
日

着
任
。
１

(火)

年
１
組
担
任
、
国
語
科
。

東
江
中
の
印
象
は
、
全
校

生
徒
が
、
共
に
学
び
合
う

授
業
が
行
わ
れ
て
い
て
、

友
達
同
士
で
声
を
か
け
合

う
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
。

今
後
は
、
み
ん
な
と
つ

な
が
っ
て
い
き
た
い
！

渡
具
知

理
江

先
生

各
区
で
豊
年
祭
が
華
や
か
に

第 ４ ７ 号

東 江 中 学 校

校長 神元 勉

職
場
体
験
学
習

始
ま
る

数久田区の豊年祭

古くからの伝統行事

として引き継がれてい

る各区の豊年祭が，11

日(日)・12日(月)の数

久田区を皮切りに，東

江区で13日(火)・15

日(木)・16日(金)，喜

瀬区で13日(火)，城区

で10月９日(日)・10

日(月に行われます。

各地の芸能やしまく

とぅばを絶やすことな

く，後生まで引き継い

でほしいものです。

教
育
実
習
生

研
究
授
業
④

写真は，昨年の様子です!!

重点目標：『きき合い つなぎ合い 支え合う』 ※「不退転」：信念を持ち，何事にも屈しないこと

東江中学校 学校便り「不退転」 第 ４７ 号 2016年９月１４日発行（文責：神元）


